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［目的｝生 もと酒母で は初期に球菌で あI」　Leucono ．vtoc　vtesenteroides が 生育 し、
次 い で 桿菌で あ る J．actobacitius ’sakei が 生育する 優 占乳 酸菌の 遷移 が起 こ っ

て い る こ とが 知 られ て い る。本研究で は当社生 もと製 造場よ り分 離 した乳

酸菌保存株の 中か ら、マ ク ロ フ ァ
ージ様 細胞株」774．1か ら分泌 さ れ る サ イ

トカ イ ン の 産生誘導能を指標 と して 、免疫調節作 用に 優れた 生も と乳 酸菌

を選抜す る こ と を目的 と した 。
［方法 と結果］MRs 培地 に 生 もと乳酸菌を植菌 し

一
晩静 置培養 後、熱処 理 し

た 生 も と乳酸菌体をJ774．1株 に 添加 し、一晩培養 して サ イ トカ イ ン産 牛を

誘導した e 培養終了後培養 ヒ清 を回収 し、培養上 清中に 分 泌 され たサ イ ト

カ ．イン 〔JL
一
且2p40 ，　IL−6，　IL−10）量 をELISA キ ッ トに よ り測 定した。そ の

結耒、J774」か ら II．−t2p40 ，　IL−6，　IL−10 の 分泌を強 く誘 導して い る生 もと

乳酸菌L．mesen ，tet’oides ．L．saAei を選抜す る こ とがで きた。現在、それ らの 生 も

と乳酸菌株に つ い て 、トラ ン ズ ウェ ル 上で 小腸上皮様 に 分化させた細胞株

Caco −2細胞をマ ク ロ フ ァ
ージ様 細胞株 RAW264 ．7 上に 配置する こ とで 共 培

喪 と し た 実験系を用い て 、Cac 〔〕−2 を生 もと乳酸 菌 に よ り刺激 した 際の 、
RAW264 、7か ら分泌され るTNF 一

α 量 を測定 する こ とに よ り、腸管 を介 した

免疫調節作用を評価する こ とを検 討 して い る。
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【目的 ユカ カ オ豆 に付 着 して い る微 生 物が チ ョ コ レートの 味 や 成 分な どに影

響 を及 ぼす こ とが 知 られ て い る，しか し コ ーヒーチ ェリーに 付 着 して い る

微 生 物 の 種類や その コ ーヒ ー生 豆 中の 成分 に及 ぼす影 響に 関す る研究 は，
皆無 で あ る。そ こで 本 研究 で は，コ ー一ヒ…チ ェ リーか ら付

．
着微生物 を 単離

・
冂定 する と とも に，その コ ーヒ ー

生豆 」「「の γ一ア ミノ酪酸（GABA 〕含量 へ の

影 響 につ い て検 討す る こ と を 目的 と した 。
【方 法 】沖 縄 産及 び ハ ワイ 産 の コ ーヒーチ ェ リーを 液体培地 で 集積培養 した

後 ，固体 培 地 で 画線 培 養 し、付着微生 物 を単離 した （BO℃ ＞v 単離微生 物の

16SrDNA 解 析 を行 い 、同定 した。また 単離微生 物の 菌体 を コ ーヒーチ ェ

リ
ー

と共 存 させ ．コ
ー

ヒ ー生 豆 中の GABA 及 びL．Gluを経時的 に定 量 し た u

【結果 及 び考 察】 16SrDNA 解 析 の結 果 ，い ず れ の 産 地 の コ ーヒーチ ェ リー
に も乳酸 菌や 酢 酸 鹵な ど の 発 酵 微 生 物 が 存 在 す る こ とが 明 らか に な っ た t．
ま た 存在 す る 微 生 物 の 種 に は 産地 闘 で 類 似 と相違が 見 られ た。コ

ーヒー
チ ェリ

ー
か ら単離 し た乳 酸 菌 を コ ・一ヒーチ ェ リー．一と 7 日間共存 さ せ る と，

生豆 1g あた りの GABA 含量 は D．06　nig か ら0．2S　mg へ 約4倍増加 した c した

が っ て，コ ーヒ ーチ ェ リー付着 微牛．物が コ
ーヒー生豆 中σ） GABA 含量に 影

響 を及 ぼす こと が 明らか とな っ た。
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【目的 】耐 熱性乳酸菌 LactobaciUus　sativaritt ∫ ．4G21 が生産 する バ クテ リオシ

ン 、sulh ，acin 　K2U は α お よび βヘ プ チ ドの 2分子ペ プ チ ドで 構成 される と予

想 さ れ て い る。しか し それ らの 相互 fr用や 分 T一内ジ ス ル フ ィ ド結合の 役割、
また 、全 て の 生 合 成 遺伝 チは 明 らか で は な い 。よ っ て、生合成遺伝子 の ク
ロ
ー

ニ ン グお よ び 大 腸菌に よる sとLlivユdn 　K2 夏の 発現を検討 した。
【方法 と結 果 】Salivucin　K21 の 生 合 成 遺 伝 t の ・

部 を dcgcncratc　PCR 、
ins・erse 　PCR に よ りク ロ ーニ ン グ し、塩 基 配列 を決定 し た。その 結 果、
sulii・acin 　K21 は 、肱 ∫α蜘 oγ撚 5zめ堕 5α蜘 漉   ∫ UCC ・］18が 生産する2分子ペ

プチ ドか ら成 る バ ク テ リオ シ ン 、ABP ．ll8 （Abpt18cr と Abpl18 β） と相

同 性が 高 く、SaL・Xcrは Abpl18 α と同
一、　SaLAβは Abpll8 βと2個 の ア ミノ

酸残基が 異な っ て い た。ま た、salivacinK21 は 誘導ペ プ チ ド遺伝子 （sa・tip〕、
ヒ ス チ ジン プロ テ イン キ ナ

t一
ゼ遺伝 子 〔saiK ）、応 答 調 節 遣 伝子 〔saiR ）の

→成 分 調節機 構で 生合成 され る と予 想さ れ た。salivacin 　K21 の 成熟 α ペ プ

チ ドお よび成 熟 βベ プチ ドに相 当す る DNA 領 域 と DHFR 遣 伝 于 を融 合 さ

せ た もの を、それ ぞれHis・tagDHFR 融合 タ ンパ ク質 とし て大 腸 菌で 黯現 さ

せ る こ とを試 み た。
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【目的 】ある種 の乳酸 菌が 生産す る抗 菌 物質、バ ク テ リオ シ ン は 安 全 な 天 然

の食 品保 存料 と して の利 用 が 期 待され て い る。本 研 究 で は、た くあ ん 直 よ

り分 離 した Lactococcus　lacti．s 町R24 が生産 す るバ ク テ リオ シ ン の 精製 お よ

び諸性 質を 調べ る こ とを 目的 と した ．
【方法 と結果】PJR24 株の 培養液上清 よ V 、7eV 飽不rl濃度で 硫 安沈殿 を 行 っ

た。こ の 活性沈殿物 を201nM リン 酸 ナ ト リウム 緩衝 液 （pH 　5、0）、そ して 8
M 尿素・HGI （pH5 ．0） に対 して 透析後、イオ ン交換 ク ロ マ トグラフ ィ

ーで

の 精 製 を検 討 した とこ ろ 、本バ ク テ リオ シ ン は 陽 イ オ ン 交 換 樹 脂 に pH
3．6−5．0で 結合せ ず、陰イオ ン 交換樹 脂 に pH 　5．0−6．0で 強 固 に 結 合 す る こ

とが わかった。本バ ク テ リオ シ ン は 、pH 　3．O〜9．0の 広 い pH 領域 で 安定 で

あったが 、nO ℃．10分 オートク レ ープ に よ り失 活 した 。ま た ．透 析 後 サ

ン プル に つ い て 、proteinase　K 処 理 を行 っ た と こ ろ、抗 菌活 性 が 消失 し た。
さ らに 、

「
lhdne ・SDS −PAGF ．お よびゲル の バ イオ ア ッ セ イ （重層 法 ） に よ っ

て、本バ ク テ リオ シ ン の 分子量 は約8．OkDa で ある こ とが わ か っ た 。
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